
まちの人口（平成２３年６月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,382 人（△ 57）　男 8,932 人（△ 32）　女 9,450 人（△ 25）　世帯数 6,921 世帯（△ 36）　※（　）内は前月比

Public relations of Minami-aizu

2011 年 6 月号 № 63

５月１４日と２１日、町立小学校の運動会が行わ

れ、子どもたちの元気なかけ声と歓声が響き渡り、

震災後沈みがちだった地域に明るさが戻りました

伊南小学校運動会
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を
避
難
所
と
し
て
提
供
い
た
だ

き
、
避
難
者
を
温
か
く
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

奈
良
屋
㈱
、
み
な
み
や
ま
観
光

㈱
、
田
島
料
理
飲
食
業
組
合
で
組

織
し
た
「
チ
ー
ム
南
会
津
」
は
相

馬
市
で
炊
き
出
し
を
行
い
、
避
難

者
に
温
か
い
食
事
を
振
る
舞
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
被
災
地
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
町
民

も
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
多
く

の
町
民
が
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
思
い
を
義
援
金
と
い
う

形
で
託
さ
れ
る
方
々
も
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
町
に
寄
託
さ

れ
た
義
援
金
だ
け
で
も
、
５
月
25

日
現
在
、
約
９
５
５
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
直
接
的
な
支
援

か
ら
間
接
的
な
支
援
ま
で
、
支
援

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
支
援
が
あ

り
ま
す
。

　

国
内
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
．
０
と
い
う
巨
大
地

震
が
東
北
地
方
で
発
生
し
て
か
ら

約
３
か
月
が
経
ち
ま
す
。
未
曾
有

の
大
災
害
で
し
た
が
、
世
界
中
か

ら
支
援
が
よ
せ
ら
れ
、
少
し
ず
つ

で
す
が
、
確
実
に
復
興･

復
旧
に

向
け
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
地
震
発
生
直
後
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
や
各
地
域

赤
十
字
奉
仕
団
、
学
校
給
食
調
理

員
な
ど
を
中
心
に
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
い
て
炊
き

出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
約

１
０
０
万
個
の
お
に
ぎ
り
を
被
災

地
に
届
け
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
各
家
庭
か
ら
衣
類

や
布
団
な
ど
の
救
援
物
資
を
提
供

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
田
部
原
や
永

田
、
松
下
な
ど
各
地
区
の
集
会
所

復
興
に
向
け

 
一
人
ひ
と
り
が 

で
き
る
こ
と

さ
ま
ざ
ま
な

　

支
援
の
カ
タ
チ

そ
れ
ぞ
れ
が

　

で
き
る
支
援
を

『
微
力
』
か
も
し
れ
な
い
が

　

『
無
力
』
で
は
な
い

や
加
工
品
を
購
入
し
た
り
、
町
内

の
飲
食
店
で
食
事
を
し
た
り
観
光

施
設
を
利
用
し
た
り
、あ
る
い
は
、

親
戚
や
友
人
に
声
を
か
け
て
南
会

津
に
遊
び
に
来
て
も
ら
い
、
農
産

物
な
ど
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

観
光
施
設
や
宿
泊
施
設
を
利
用
し

て
も
ら
っ
た
り
す
る
の
も
大
切
な

支
援
で
す
。

　

ま
た
、
避
難
者
支
援
で
は
、
町

内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
と
交

流
し
、
避
難
者
の
心
を
な
ご
ま
せ

る
こ
と
も
す
ば
ら
し
い
支
援
で
す
。

三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は

全
国
規
模
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

特
に
福
島
県
は
、
地
震
や
大
津
波
の
被
害
に
加
え
、

今
な
お
予
断
を
許
さ
な
い
原
発
問
題
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

避
難
所
生
活
で
家
に
戻
れ
な
い
原
発
周
辺
の
方
々
・
・
・

風
評
被
害
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
方
々
・
・
・

こ
の
ピ
ン
チ
を
打
開
し
、
復
興
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
が
『
で
き
る
こ
と
』
で
支
援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
後
も
被
災
者
や
避
難
者
へ
の

支
援
は
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
し
、
さ
ら
に
、
風
評

被
害
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

や
支
援
が
必
要
で
す
。
風
評
被
害

や
活
動
自
粛
に
よ
る
地
域
経
済
の

落
ち
込
み
は
非
常
に
深
刻
な
問
題

で
す
。

　

町
が
で
き
る
こ
と
。
民
間
企
業

が
で
き
る
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き

る
こ
と
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
各
分
野
で
の
現
状

を
す
ば
や
く
把
握
し
、
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、
緊
急
的
対
応

と
長
期
的
対
策
を
講
じ
て
い
く

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
を
構
成

員
と
す
る
「
風
評
被
害
対
策
委
員

会
」
を
設
置
し
、
風
評
被
害
の
払

拭
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

風
評
被
害
な
ど
で
落
ち
込
ん
で

い
る
町
内
の
農
林
業
や
観
光
、
飲

食
店
な
ど
地
域
経
済
活
動
を
元
気

づ
け
る
た
め
に
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
応
援
も
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
南
会
津
産
の
農
産
物

　

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
、

あ
る
い
は
南
会
津
町
の
よ
う
な
小

さ
な
町
が
で
き
る
こ
と
は
、
さ
さ

い
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

決
し
て
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
塵ち

り

も
積
も
れ
ば
山
と

な
る
」
の
言
葉
の
よ
う
に
、
小
さ

な
こ
と
も
、
積
み
重
ね
れ
ば
大
き

な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
で

す
。

1

２

３

町の消防団員や役場職員らがいわき市で被

災家屋内の片付けや土砂の撤去などのボラ

ンティア活動に参加

震災直後、被災者のために役に立ちたいと

願う多くの町民が、炊き出しボランティア

でおにぎり作りに協力

旧相馬女子高で「チーム南会津」が炊き出

しを行い、避難者に温かいうどんや豚汁な

どを振る舞った

１

２

３
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癒し ･元気のコンサート ＆ 講演会開催

『がんばっぺ!福島』開催風評被害を吹き飛ばそう！ 2011.5.1

震災復興支援事業

南会津の安心安全を地域内外でアピール

田島地域区長会義援金寄託

南相馬市長と南会津町二次避難者懇談会も同日開催

　田島地域区長会（室井洋左会長）は、東日本大震災の義援金
1,769,000 円を日本赤十字社南会津町分区に寄託しました。
　義援金は、田島地域の各地区で一世帯当たり 500 円を目標に募り、
田島地区から 927,200 円、荒海地区から 509,300 円、檜沢地区か
ら 332,500 円が寄せられ、５月１２日に御蔵入交流館で開かれた
田島地域行政連絡員会議の席上、室井会長から分区長である大宅町
長に手渡されました。
　義援金は日本赤十字社を通じて被災者のために役立てられます。

　５月１日、びわのかげ運動公園で、町観光協会主催の「桜ウ
ィーク・震災復興支援事業－がんばっぺ！福島」が開催され、
東日本大震災や原発事故の影響で南会津町に避難して来られた
方々や町民らが交流を深めたり、避難者同士が話し合ったりし
ながら楽しいひと時を過ごしました。
　セレモニーでは、大宅町長が「心を癒し、体を休めて英気を
養っていただきたい。福島のため、地域のため、一人ひとりの
ために一緒にがんばりましょう」と歓迎のあいさつを述べたほ
か、桜井勝延南相馬市長のメッセージや今年の１月にできた「南
相馬市民の歌」が流されました。
　その後、避難者を代表して南相馬市の渡辺文雄さんから「避
難している市民が一堂に会する場を設けていただき、心から感
謝します。知り合いにも会うことができ、心から喜んでいます。
久しぶりに笑顔になれました」とお礼の言葉を述べられました。
　セレモニーの最後は、町観光協会長の猪股裕一さんの音頭で

「がんばっぺ！福島」「がんばっぺ！南会津」と来場者全員で拳
を突き上げ、震災に負けずに復興に向け歩み出すことを再確認
しました。
　来場者は、手打ちそばやしんごろうなどの南会津の味覚を味
わったり、田島太鼓クラブ龍巳会や田島中吹奏楽部、田島吹奏
楽団の演奏などを楽しみました。

　町では、東日本大震災による直接的な被害はほとんどなかっ
たものの、福島原発の原子力災害に伴う風評被害や国民の活動
自粛により、宿泊施設や観光施設、お土産品等の食品製造業な
どで深刻な被害が発生しています。

　町では、４月２８日に「南会津町風評被害対策委員会」を設
置し、風評被害対策について検討を続けていますが、商工、観光、
農林等の関係団体と行政が一丸となって風評被害対策および支
援策の検討・実施に取り組むことが、５月１６日の総会であら
ためて確認されました。

　この委員会では、町産品の安心安全のＰＲや観光誘客に向け
た首都圏でのキャラバン事業のほか、風評被害の払拭と地域イ
メージの回復に向けた取り組みを地域内に広げるため、風評被
害対策キャンペーン資材を作成し、購入を希望される方に販売
しています。

◆風評被害対策キャンペーン資材

　・「がんばっぺ !!  南会津」のぼり：
　　　ポール付き1,500円、ポール無し1,000円

　・「がんばっぺ南会津」ステッカー（Ｂ４サイズ）：
　　　1,000円（車体、店舗等のガラス面貼付用）

◆販売窓口

　南会津町商工会本所および各支所
　本庁総合政策課  地域振興係
　各総合支所振興課  企画観光係

◆問い合わせ

　南会津町風評被害対策委員会事務局
　総合政策課  地域振興係　
　TEL ０２４１- ６２- ６２４０

龍巳会の太鼓演奏を楽しむ来場者

大宅町長に義援金を手渡す室井会長

のぼり ステッカー

日本橋プラザでのキャンペーン

第１回総会の様子

「がんばっぺ！福島」と拳を突き上げる来場者

　町では、震災により南会津町へ避難された方々に、震災の不安や日常のストレスを少しでも和らげてい
ただくために「癒し ･ 元気のコンサート」を下記のとおり開催します。また、原発についてみんなで考え
ることを目的として、國學院大学の菅井益郎教授による原発に関する講演会も開催します。
　コンサートと講演会は、入場無料でどなたでも入場できますので、町民の皆さんもぜひお越しください。
　さらに、南相馬市から南会津町へ避難された方々に、避難先でも南相馬市の正確な情報が得られる機会
を設けようと、桜井南相馬市長をお招きし、南相馬市の現状や今後の動向等について直接ご報告いただく
懇談会も同日開催します。（こちらは南相馬市からの２次避難者の方のみの参加となります。）

■日　時：平成 23 年６月 12 日（日）  13：00 ～ 16：30

■会　場：御蔵入交流館　文化ホール

■内　容：13：00 ～ 癒し・元気のコンサート（どなたでも参加可能）

　　　　　14：00 ～ 南相馬市長懇談会（南相馬市からの二次避難者の方のみ）

　　　　　15：30 ～ 講演会（どなたでも参加可能）

　　　　　　　　　　  講師　菅井　益郎　氏（國學院大学経済学部教授）

　　　　　　　　　　  演題　「足尾・水俣から福島原発」

　　　　　　　　　　　　　 　～子供と若者に希望を見いだそう～

■主　催：南会津町　  ■共　催：南相馬市

■問合せ：総合政策課 地域振興係　TEL 0241-62-6240
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■５月１８日

　中学校体育大会の最初の大会となる郡中体連陸上大会
が、びわのかげ陸上競技場で開催され、郡内の中学生が
日ごろの練習の成果を競い合いました。
　３月の震災で南会津町に避難し、町内の中学校に転入
学した生徒も、それぞれの学校の代表として大会に参加
しました。
　各種目の優勝者は郡の代表として７月に開催される県
大会に出場します。

賀寿状を受け取るイセヨさん

通常点検を受ける消防団員

講師の説明を熱心に聞く参加者

星　祐治 さん 菅家　進 さん 斎藤 雅之 さん

熱戦を繰り広げる選手たち

平野イセヨさん 百歳賀寿

平成２３年度南会津町消防団春季検閲式

環境保全促進講習会開催 全国モーターボート競走施行者協議会助成事業

郡中体連陸上競技大会 田島中が総合優勝

■５月１９日

　５月１９日に百歳となった平野イセヨさん（道城）
への賀寿贈呈式が、同日、自宅で行われました。
　大宅町長から賀寿状と祝い金が手渡された後、小野
保順南会津保健福祉事務所長から賀寿状と記念品の木
杯の伝達が行われました。その後、ひ孫の有

ゆ あ ん

晏ちゃん
から花束が贈られました。
　イセヨさんによると「好き嫌いなく食べること」が、
長寿の秘訣だそうです。

■４月２９日

　南会津町の消防団４支団合同による春季検閲式が、御
蔵入交流館駐車場で行われ、４５０名が参加しました。
　まず、東日本大震災の犠牲者の方々の御冥福を祈り、
全員で黙祷をささげ、その後検閲式が行われました。
　検閲式では、閲団、通常点検、機械器具点検、小隊訓
練が行われ、団員は、一糸乱れぬ見事な小隊訓練をみせ
るなど、普段の訓練の成果を十分に発揮していました。
　また、全国消防操法大会で見事優良賞を受賞した田島
支団第１分団第６部に対し、福島県消防協会南会津支部
長より消防功労表彰が授与されました。

■５月１２日

　南郷地域の木伏・山口・下山の３地区は「環境保全促
進助成事業」に取り組んでいます。
　この日は、木伏地区の木伏転作センターで、生ごみを
活用した資源化講習会が行われ、３５人が参加しました。
　参加者は、水切りバケツを使用した生ごみの肥料作り
の方法やそれらが環境保全につながることなどを学びま
した。
　今後も６回講習会を開催し、生ごみ堆肥の栄養素やダ
ンボールを使用したぼかし肥料の作り方などを学ぶほ
か、花壇づくりなどの環境保全交流会を行います。

『集落支援員事業』開始

議会議長に芳賀沼順一氏、副議長に菅家幸弘氏

教育委員に酒井健氏

　農山村地域の多くは、人口減少や少子高齢化の進行に伴う集落機能の弱体化や地域活力の低下

が問題となっており、長野大学の大野晃教授が提唱した「限界集落 ※1」という言葉が大きな注

目を集めています。

　町内には、いわゆる｢限界集落｣といわれる集落はまだ発生していませんが、人口減少や高齢化

の進行に伴う集落機能の低下が問題化してきている集落もあります。

　そこで町では、５月１日から、舘岩・伊南・南郷の３地域の総合支援センターに集落支援員を

配置しました。

　集落支援員は、各集落への目配り役として、地域を巡回し、集落の状況把握、行政と集落の連

絡調整、集落機能維持・活性化についての話し合いなどの活動を行い、総合支援センターと一体

になって集落支援事業を展開していきます。

舘岩地域　　星　祐治　さん　

　（（財）南会津町総合支援センターに配属）

伊南地域　　菅家　進　さん　　

　（総合支援センター伊南に配属）

南郷地域　　斎藤 雅之 さん　　

　（総合支援センター南郷に配属）

町が集落支援員に委嘱した方は、次の方々です。

　選挙後初めての議会となった５月の臨時議会に

おいて、議長および副議長の選挙が行われ、議長

に芳賀沼順一氏（塩江）、副議長に菅家幸弘氏（湯

ノ花）が当選されました。

　任期は平成２３年５月１１日から平成２７年４

月３０日まで。

　就任のごあいさつや議会構成などにつきまして

は、議会だより臨時号をご覧ください。 

　５月の臨時議会において、議会の同意を得て、酒井健氏（宮床）

が、教育委員会委員に任命され、大宅町長より辞令が交付されま

した。

　辞令交付式では、大宅町長が「学校統合や耐震化など就任早々

大変だと思いますが、町の教育行政のためにお力添えをお願いし

ます」とあいさつしました。

　任期は平成２３年５月２６日から平成２７年５月２５日まで。

※1「限界集落」とは、長野大学の大野晃教授が提唱した概念であり、その定義は「過疎化などで人口

　　の50％以上が65歳以上の高齢者になり、冠婚葬祭など社会的共同生活の維持が困難になった集落」

　　である。定義の前半部分「人口の50％以上が65歳以上」という数字的な部分のみで限界集落と決め

　　付けがちであるが、本当の問題は定義の後半部分の「冠婚葬祭など社会的共同生活の維持が困難に

　　なり、集落活動（機能）が低下する」ことである。

酒
さ か い

井　健
けん

　氏

芳
は が ぬ ま

賀沼 順
じゅんいち

一 氏 　菅
か ん け

家　幸
ゆきひろ

弘 氏
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『みんなが元気に』田島第二小運動会

小　学　校　運　動　会小　学　校　運　動　会

心一つに荒海小大運動会

『最後まで たましいこめて つっぱしれ』南郷第二小運動会「元気いっぱいの大運動会」南郷第一小運動会

※針生小学校は９月１０日（土）に開催します

各小学校からの実施状況とメッセージを掲載します

『伊南小の絆でむすぶ運動会』  伊南小運動会全員がひとつになってがんばった舘岩小運動会

『がんばった！みんなの顔に一等賞！』檜沢小運動会

全力でぶつかり、全員が輝いていた田島小運動会

　５月２１日（土）五月晴れのもと、田島第二小学校の運動会

が行われました。大会スローガンは「みんなが元気に全力をつ

くす運動会～がんばろう福島～」です。全校生が心を一つに堂々

と入場行進し、応援合戦、徒競争、綱引きと様々な競技に全力

を出しました。また、保護者やご来賓、あかまつ荘の方たちに

も加わっていただき、みんなで楽しめる運動会となりました。

特に今年は、地区の盆踊り保存会の皆さまのご協力で「田島盆

踊り」を生演奏でみんなが大きな輪になって踊ることができま

した。午後は、鼓笛パレードや親子競技、長縄跳び、全校リレ

ーで盛り上がり、昨年に引き続き白組が優勝しました。地区対

抗長靴リレーでは、田部地区が優勝しました。

　５月１４日（土）に春季大運動会を実施しました。児童で

話し合ってつくった「いけいけ荒海！心一つにベストをつく

せ」のスローガンの達成をめざして、紅白に分かれ、力の入

った演技の発表や応援などが行われました。結果は、大接戦

の末白組が逆転優勝しましたが、紅組も白組も心一つに全力

を出し切り充実した一日でした。また、保護者の方の早朝か

らの準備や係の仕事、来賓の方や地域の方、保護者の方の声

援も大きな力となりました。

  児童を中心に、職員・保護者・地域の方みんなで作り上げた

すばらしい運動会でした。

　５年岩渕龍希くんの考えた「最後まで　たましいこめて　つ

っぱしれ」をテーマとした運動会が５月２１日（土）に開催さ

れました。今年度をもって閉校となる本校最後の運動会は、勝

負への熱い火花を散らし、保護者や地域の方々、ご来賓の歓声

がこだまする見応え十分の勝負が繰り広げられました。本校の

伝統「南八ソーラン」の力強い舞は、大地を揺さぶるほどのた

くましさと力強さをもち、大きな歓声と拍手をいただきました。

また徒競争は、各学年とも実力伯仲の競走となり、その勝敗に

一喜一憂する子どもたちの「本気」な姿に感動も生まれました。

　運動会後は、児童・保護者・地域の方々・教職員で、校庭で

輪をつくり、職員の生演奏の下、「I Love 二小」という曲を大合

唱しました。保護者の皆様や地域の方々の熱い御支援をいただ

き、本校最後の運動会は、大きな感動の中、幕を閉じました。

　５月２１日（土）に、南郷第一小学校の大運動会が行われま

した。来年度、南郷二小との統合を控えているため、南郷第一

小学校としての運動会は最後となりました。

　「南一最後の運動会、協力し合い、一人一人が輝こう」のスロ

ーガンのもと、全校生による堂々とした入場行進と１年生の元

気いっぱいの挨拶から始まった運動会は、一人ひとりが決意を

述べてからの「徒競走」や、一個差で勝敗が決まった「玉入れ、」

など、児童にとっても、応援席にとっても「ワクワク」「ドキドキ」

する競技の連続で、全校生による「よさこい」「応援合戦」など

では、会場からの大きな拍手につつまれました。

　運動会では、競技中だけなく準備や後片付けにも保護者や地

域の方々に参加・協力していただき、地域と共に輝きのある大

運動会でした。

　５月１４日（土）多くの来賓の方々のご臨席のもと、伊南

小学校運動会が開かれました。今年の運動会のテーマは、「伊

南小の絆でむすぶ運動会」で、綱引き、玉入れ、親子競技、

よさこいなど子どもたちの熱い戦いや演技に、大きな拍手や

声援をいただきました。「伊南村音頭」では、３年生の歌に合

わせ、全校生と地域の方々の大きな踊りの輪ができました。「伊

南村音頭」の歌と踊りを丁寧に指導していただいた地域の方々

に深く感謝いたします。

　地域、家庭、学校が絆で結ばれたすばらしい運動会を実施

することができました。地域、保護者の皆さまのご協力に感

謝申し上げます。

　５月２１日(土)、すばらいし天候の下、子どもたちは運動会の

スローガン「全力つくして元気百倍　力あわせて勇気百倍」を

胸に、これまでの練習の成果を精一杯発揮しながらがんばりま

した。結果は２点差という大接戦の末、白組の勝利。

　今年の運動会は震災による転入生２４名を加えて行われまし

たが、全員が一つになり運動会を作り上げていました。会場に

は昨年度の卒業生が寄贈してくれた「一致団結」の横断幕と鯉

のぼりが雰囲気を盛り上げてくれていました。多くの来賓、保

護者、地区の方たちの声援で子どもたちを勇気づけていただき、

盛会裡に終了できましたことに深く感謝いたします。

　山々が新緑に萌え、４９人の檜沢の子が紅白対決に燃えた「檜

沢小春季大運動会」が５月１４日（土）に開催されました。

　あこがれの先輩の応援をまねて、小さな体を大きく見せて懸

命に応援する１～３年生。「下学年玉入れ」では、１４個目で飾

玉が紅白同時に上がった名勝負（引き分け！）。上学年４～６年

生の機敏な動きによる係活動が運動会大成功の原動力！紅白リ

レー選手紹介で上学年全員の「返事」が見事だったことを忘れ

ません。卒業生の中学生は保護者に混じって後片付けまで手伝

ってくれました。自力で勝ち取った一等賞ワッペン。声を枯ら

して応援した一等賞。疲れていてもがんばりぬいた係活動の一

等賞。みんなの顔に一等賞が輝いた閉会式。日焼けした顔に汗

のあとがまぶしかった。今年の運動会も大成功！に感謝。

　５月１４日（土）、絶好の天候の中、スローガン「全力でぶつ

かり！仲間とともに！力を合わせて！がんばっぺ！」を掲げ、

紅組も白組も力の限り精一杯戦いました。

　保護者の方々、地域の方々の大きな声援を受け、子どもたち

は競技に係活動に応援に力の限り全力でがんばっていました。

今年度は、４年連続勝利していた白組を倒した紅組。大喜びし

ている紅組も、悔しがる白組も、子どもたちの姿はキラキラ輝

いていました。感動をありがとう。心から大きな拍手！
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２
　
又
は

　
０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
４

　
５
月
１
日
付
け
で
、
会
津
若
松
公
証
人
役

場
の
公
証
人
が
左
記
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
役
場
所
在
地
、
電
話
番
号
な
ど
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
会
津
若
松
公
証
人
役
場
公
証
人

　
変
更
前

　
　
渡
部

　
房
男

　
変
更
後

　
　
山
口

　
和
秀

　
福
島
地
方
法
務
局 

総
務
課

　
０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
４
１

　http://houmukyoku.moj.go.jp

会
津
大
学
短
期
大
学
部
で
は

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
を
応
援
し
ま
す

　
会
津
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
小
学
生
か

ら
一
般
の
方
ま
で
を
対
象
と
し
た
生
涯
学
習

　
仙
台
入
国
管
理
局
で
は
、
不
法
入
国
者
や

不
法
残
留
者
な
ど
の
違
反
事
件
の
調
査
、
収

容
令
書
又
は
退
去
強
制
令
書
を
発
付
さ
れ
た

外
国
人
の
摘
発･

違
反
調
査
、
収
容
、
護
送
、

送
還
な
ど
の
業
務
に
従
事
す
る
な
ど
、
出
入

国
管
理
行
政
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
入
国
警

備
官
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

　
１
日
生
ま
れ
の
方

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
平
成
23
年
７
月
19
日
（
火
）
か
ら
8
月
２

　
日
（
火
）
ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
の
場
合
は
、
７
月

　
19
日
（
火
）
か
ら
７
月
26
日
（
火
）
ま
で

■
試
験
日
及
び
試
験
内
容

　
第
１
次
試
験

　

　
平
成
23
年
９
月
25
日
（
日
）

　
教
養
試
験
・
作
文
試
験

　
第
１
次
合
格
発
表 

10
月
12
日
（
水
）

　
第
２
次
試
験

　

　
平
成
23
年
10
月
18
日
（
火
）
・
19
日
（
水
）

　
人
物
試
験
・
身
体
検
査
・
身
体
測
定
・
体

　
力
検
査

　
最
終
合
格
発
表 

11
月
15
日
（
火
）

　
仙
台
入
国
管
理
局
総
務
課
　

　
０
２
２
（
２
５
６
）
６
０
７
６

の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
希
望
に
応
じ
て

教
員
が
出
向
い
て
講
演
会
な
ど
を
行
う
「
派

遣
講
座
」
を
今
年
も
実
施
し
ま
す
。

　
派
遣
講
座
は
、
よ
り
良
い
人
生
を
築
く
た

め
に
役
に
立
つ
専
門
知
識
や
幅
広
い
教
養
を

楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
ま
す
。

　
教
育
、
経
済
、
地
場
産
業
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
、
健
康
、
社
会
福
祉
な
ど
幅
広
い
テ
ー

マ
で
74
講
座
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
会
津
大
学
短
期
大
学
部
地
域
活
性
化
セ
ン

　
タ
ー

　
０
２
４
２
（
３
７
）
２
３
０
０

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
左
記
の
７
日
間
を
全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
と
し

て
、
学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

に
お
け
る
「
児
童
虐
待
」
な
ど
、
子
ど
も
の

抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
6
月
27
日
（
月
）
～
7
月
3
日

　
（
日
）

　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時
ま
で

　
（
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午
後
5
時
ま
で
）

　
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０
　

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員
　
　

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
９
４

　
無
料

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

保
健
師
に
よ
る
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
保
健
師

が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
朝
に
な
る
と
お
腹
が
痛
く
な
る
、

学
校
や
職
場
に
行
け
な
い
、
部
屋
に
引
き
こ

も
り
が
ち
だ･･･

な
ど
の
悩
み
を
持
っ
て
い
る

方
や
そ
の
家
族
の
方
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

　

広
報
み
な
み
あ
い
づ
５
月
号
で
、
平
成
23

年
度
の
自
動
車
税
の
定
期
課
税
（
例
年
５
月

課
税
・
５
月
末
納
期
限
）
の
延
期
（
延
期
す

る
期
間
は
未
定
）
と
、
こ
れ
に
伴
う
、
自
動

車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
・
構
造
等

変
更
検
査
用
）
の
有
効
期
限
の
延
長
（
延
長

後
の
有
効
期
限
未
定
。
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
延
長
後
の
自
動
車

税
納
税
証
明
書
の
有
効
期
限
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　

　
平
成
22
年
度
課
税
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
納

税
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
平
成
23
年
５
月

料℡℡

℡

℡

℡

℡

℡℡

℡

ア 問

日 問問

会
津
若
松
公
証
人
役
場

　
　
　
　

公
証
人
変
更
の
お
知
ら
せ

『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

会
津
大
学
短
期
大
学
部

　
　
　

『
派
遣
講
座
』
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
納
税
証
明
書
の

　
　
　

有
効
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

問

問問 日

日日問 内内

担

平
成
23
年
度
入
国
警
備
官

　
　
　
　
　

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
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　東日本大震災の影響により、福島県内のアナログ放

送終了が最大で１年間延長されますが、早めのデジタ

ル放送への切り替えをお願いします。

　もしかしたら、お住まいの地域は、地上デジタル放

送が受信しにくい『新たな難視地区』かもしれません。

また、お住まいの住宅の配線（ケーブル）や分配器な

どでは、地上デジタル放送に対応していないため、地

上デジタル放送を視聴できないかもしれません。

　
表
彰
に
つ
い
て
は
、
後
日
連
絡
い
た
し
ま

　
す
。

　
本
庁
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

　
舘
岩
総
合
支
所
町
民
課
健
康
福
祉
係

　
０
２
４
１
（
７
８
）
３
３
２
５

　
伊
南
総
合
支
所
町
民
課
健
康
福
祉
係

　
０
２
４
１
（
７
６
）
７
７
１
３

　
南
郷
総
合
支
所
町
民
課
健
康
福
祉
係

　
０
２
４
１
（
７
２
）
２
２
２
５

　
町
で
は
、
町
の
景
観
と
調
和
し
た
住
宅
、

車
庫
等
を
新
増
築
ま
た
は
修
景
整
備
さ
れ
る

方
に
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
町
内
に
お
い
て
住
宅
、
車
庫
等
を
新
増
築

　
又
は
修
景
整
備
さ
れ
る
個
人

■
支
給
要
件

　

　
町
内
業
者
が
施
工
し
、
町
の
整
備
基
準
に

　
合
っ
て
い
る
こ
と
。
（
新
増
築
の
場
合
は
、

　
地
元
木
材
を
お
お
む
ね
60
パ
ー
セ
ン
ト
以

　
上
使
用
）

　
申
請
は
、
着
工
前
に
、
所
定
の
申
請
書
に

　
よ
り
本
庁
商
工
観
光
課
ま
た
は
各
総
合
支

　
所
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
奨
励
金
の
支
給
等
　

　
住
宅
、
車
庫
等
の
完
成
後
、
町
商
工
会
等

　
が
発
行
す
る
商
品
券
で
支
給
し
ま
す
。
（
上

　
限
50
万
円
）

　
本
庁
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

　
町
は
、
創
業
・
事
業
拡
大
に
伴
い
、
新
規

に
町
民
を
１
人
以
上
雇
用
す
る
企
業
に
、
施

設
整
備
費
お
よ
び
新
規
雇
用
に
係
る
経
費
を

支
援
す
る
「
が
ん
ば
る
企
業
・
創
業
支
援
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
企
業

　
創
業
・
事
業
拡
大
等
に
伴
い
、
平
成
23
年

4
月
1
日
以
降
、
新
規
に
町
民
を
１
人
以
上

雇
用
し
、
か
つ
、
次
に
定
め
る
企
業
で
あ
っ

て
、
企
業
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
町
が
審
査

し
、
町
の
補
助
対
象
の
指
定
を
受
け
た
企
業

と
す
る
。

①
施
設
補
助
型
企
業
　
拠
点
を
本
町
に
有
し
、

　
本
町
に
お
け
る
拠
点
の
従
業
員
が
主
に
町

　
民
で
あ
る
南
会
津
町
商
工
会
会
員
の
企
業

　
（
公
的
団
体
等
を
除
く
。
）

②
雇
用
奨
励
型
企
業
　
製
造
業

■
補
助
対
象
経
費

①
施
設
補
助
型
企
業
　
施
設
、
設
備
に
係
る

　
施
設
整
備
費

②
雇
用
奨
励
型
企
業
　
新
規
町
内
正
規
雇
用

　
者
に
係
る
経
費

■
補
助
の
額

①
施
設
補
助
型
企
業
　
補
助
対
象
事
業
費
の

　
２
分
の
１
以
内
、
上
限
額
２
０
０
万
円

②
雇
用
奨
励
型
企
業
　
新
規
町
内
正
規
雇
用

　
者
１
人
あ
た
り
１
２
０
万
円
、
上
限
額
６

　
０
０
万
円

■
支
払
方
法

　
雇
用
６
カ
月
経
過
後
及
び
12
カ
月
経
過
後

が
ん
ば
る
企
業
・
創
業
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

の
お
知
ら
せ

　
の
２
回
払
い

■
審
査
会
の
時
期

　
月
１
回
開
催
予
定

　
南
会
津
町
が
ん
ば
る
企
業
・
創
業
支
援
事

　
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
所
定
の

　
様
式
に
よ
り
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
本
庁
商

　
工
観
光
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課
で

　
配
付
し
ま
す
。

　
本
庁
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　
０
２
４
１
（
６
２
）
６
２
０
０

　
大
川
ダ
ム
で
は
、
上
流
か
ら
漂
着
し
た
流

木
を
チ
ッ
プ
化
し
、
み
な
さ
ん
に
無
償
で
配

付
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
７
月
８
日
（
金
）

　
午
前 

９
時
～
12
時
（
最
終
入
場
11
時
半
）

　
午
後 

13
時
～
16
時
（
最
終
入
場
15
時
半
）

　
※
右
記
時
間
外
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
大
川
ダ
ム
東
公
園
入
口

　
（
大
川
ダ
ム
チ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
）

■
そ
の
他

・
事
前
の
申
し
込
み
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

・
配
達
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
ご

　
来
場
く
だ
さ
い
。

・
袋
詰
め
お
よ
び
運
搬
に
つ
い
て
は
各
自
　

　
で
行
っ
て
も
ら
う
た
め
、
作
業
の
で
き
る

　
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
袋
詰
め
に
し
て
持
ち
帰
る
場
合
、
袋
は
　

　
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申

・
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
以
下
と
し
ま
す
。
（
４
ｔ
　

ト
ラ
ッ
ク
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
）

・
若
干
で
す
が
薪
も
あ
り
ま
す
の
で
配
付
可

　
能
で
す
。

　
阿
賀
川
河
川
事
務
所
大
川
ダ
ム
管
理
支
所

　
０
２
４
２
（
９
２
）
２
８
３
９

　
結
婚
し
て
50
年
、
め
で
た
く
金
婚
式
を
迎

え
る
ご
夫
婦
を
「
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
」
と

し
て
表
彰
し
ま
す
。

　
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
自
己
申
告
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
36
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

　
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
。

　
（
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
有
無
は
関
係
あ
り
ま

　
せ
ん
。
）

※
前
回
ま
で
に
、
手
続
き
を
さ
れ
な
か
っ
た

　
ご
夫
婦
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
申
込
先

　
・
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

　
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局(

あ
た
ご
館

　
　
１
階)

　
・
役
場
本
庁
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
・
役
場
各
総
合
支
所
町
民
課

　
申
込
期
限
　

　
平
成
23
年
７
月
８
日
（
金
）

■
主
催

　
・
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
・
福
島
民
報
社

■
表
彰

℡

℡℡ ℡℡℡

℡

問

問問 問問問 申 対

問対申

場 日 大
川
ダ
ム
流
木
チ
ッ
プ
の

　
　
　
　
　
　

無
償
配
付
に
つ
い
て

地
域
経
済
活
性
化
対
策
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
の
お
知
ら
せ

《平成２３年度銃砲刀剣類登録審査会日程表》

審　査　日 審査対象 審査会場

平成 23 年   7 月　７日 ( 木 ) 銃砲 ･ 刀剣類  労働福祉会館（郡山市）

平成 23 年   9 月 15 日 ( 木 ) 刀剣類のみ  会津若松市合同庁舎

平成 23 年 12 月 15 日 ( 木 ) 刀剣類のみ  福島県庁会議室

平成 24 年   2 月 23 日 ( 木 ) 銃砲 ･ 刀剣類  労働福祉会館（郡山市）

銃砲刀剣類をお持ちの方、登録手続きはお済みですか？！

　銃砲刀剣類は、原則として所持することは出来ませんが、特に美術品もしくは骨とう品とし

て価値ある火縄式銃砲等の古式銃砲および刀剣類は、銃砲刀剣類登録審査会で審査を受けて、

「銃砲刀剣類登録証」の交付を受ければ所持することができるようになっています。未登録の

銃砲及び刀剣類を発見された方や知人から譲り受けた方などは、登録・所有者変更の手続きを

してください。

◆登録の手続きについて

　（１）銃砲刀剣類を発見した場合、管轄の警察署生活安全課（係）に現品を持って行き、銃砲

     　刀剣類の発見届を行ってください。(※ 手続きには、現品及び印鑑をお持ちください。）

　（２）発見届を行うと、警察署より銃砲刀剣類発見届済証が発行されますので、下記の審査会   

　　　 場へ銃砲刀剣類（現品）と発見届済証と登録審査手数料（１件につき６，３００円分の福  

     　島県収入証紙）を持参してください。

　（３）銃砲刀剣類登録審査会においては、美術品もしくは骨とう品として価値ある火縄式銃砲

     　等の古式銃砲や刀剣類であり、登録できるかどうかの審査を行います。

■問い合わせ

　県教育委員会文化財課　　℡ 024-521-7787

　町教育委員会生涯学習課　℡ 0241-62-6311

地デジ化
　 推進中

ご覧になっているのは

　　デジタル放送ですか？

　　　それともアナログ放送ですか？

早めの対応で、余裕をもって問題を解決しましょう！

■問い合わせ

　デジサポ福島　℡ 024-505-1010

　本庁総合政策課 広報情報係　℡ 0241-62-6210
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　7月１日～７月３１日までの１か月間、特に若い
方々へのご理解とご協力を広くお願いするため、「愛
の献血助け合い運動」が全国的に展開されます。
　県内では血液が不足していますので、皆さんのご
協力をお願いします。
　７月に町内で行われる献血は右記のとおりです。
患者さんにとって、より安全性の高い４００ｍＬ献
血にご協力をお願いします。

　精神保健福祉センターでは、対人関係や
ひきこもり、不登校等の思春期の悩みや依
存(アルコール、ギャンブル等)に関する悩み
に対して精神科医による相談を行っていま
す。(※カウンセリング等の治療はしません)
　相談は予約制となっておりますので、下
記の問合せ先にご連絡ください。

◆問合せ先　福島県精神保健福祉センター
　　　　　　TEL 024－535－3556

◆問合せ時間　8：30 ～ 17：15
◆住　　所　福島市御山町8－30
　　　　　　(福島県保健衛生合同庁舎5階)

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

  ７月１５日 金
１ 歳 児 健 康 相 談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45
保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成22年５～７月生まれ

  ７月２８日 木
６～８か月歳児健康相談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45
平成２２年１２月～

平成２３年１月生まれ

◆乳幼児健康診査

※地域の指定のないものは全地域対象です。

※町内に住所のない方で受診を希望される方は
　町保健センターまでご連絡ください。

福島県精神保健福祉センター

開催日：6 月 23 日、7 月 14 日、7 月 28 日

　　　　８月 11 日、8 月 25 日、９月 8 日

◆乳幼児健康相談

６･７月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

 　６月１５日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45

保 健 セ ン タ ー
（御蔵入交流館内）

平成 2 3年２月生まれ

 　７月２０日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 2 3年３月生まれ

 　７月２７日 水 ３歳６か月児健康診査 12：30 ～ 13：00 平成20年1 ～ 2月生まれ

※日程が変更になることがありますので、通知をご確認ください。

６、７月の日曜当番医
６月１２日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　 １９日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　　 ２６日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

７月　　３日 小野木クリニック TEL 0241-76-7780

　　 １０日 愛輝診療所 TEL 0241-78-8688

　　 １７日 あべクリニック TEL 0241-62-8733

　　 ２４日 みなみあいづ眼科 TEL 0241-63-3011

　　 ３１日 きむらクリニック TEL 0241-62-5576

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241－72－2225

■ごみ出しに関するお問い合わせは・・・

　　環境水道課環境衛生係　 ℡ 0241－62－6140　　　舘岩総合支所振興課　　℡ 0241－78－3335

　　伊南総合支所振興課　　 ℡ 0241－76－7717　　　南郷総合支所振興課　　℡ 0241－72－2114

献血のお知らせ 

こころの相談会

７月７日（木）

 ・御蔵入交流館　　　  10：00 ～ 11：00

 ・住田光学ガラス　　  12：00 ～ 13：20

 ・南会津合同庁舎　　  14：50 ～ 16：30

小児救急電話相談

夜間の子どもの急病で困ったときは、上記に電話してくだ
さい。（午後７時～翌朝８時まで）

短縮ダイヤル ＃８０００

“ごみ出し”のルールを守りましょう

緊急のお知らせとお願い

危険ごみ

出す日と時間を守って

　先日、ごみ処理場（東部クリーンセンター）でスプレー缶が原因

の爆発事故が発生しました。幸い負傷者はおりませんでしたが、処

理施設の一部が損壊し修理が必要となっています。

　スプレー缶をごみに出すときは、必ず“穴を開けてガス抜き”を

して危険ごみの袋に入れて出しましょう。

　ごみ集積所に、指定日を守らないごみが出ていることがあります。

集積所が不衛生になるほか、収集業務の妨げにもなるため、ごみの

指定日とごみ出しの時間を厳守しましょう。

　○ごみ出し日は、『ごみ収集カレンダー』で確認しましょう

　○ごみを出す時間は指定日の早朝から、午前８時までに出してください

☆ルールを守って“きれいなまち”を作りましょう。

☆ごみ集積所はいつも清潔に管理しましょう。

　スプレー缶はそのほどんどが、可燃性ガスを使用

しています。

　今回のような処理場での事故や、ごみ収集車の火

災原因以外に家庭でも思わぬ事故が発生することが

あります。

　○火気のそばでは使用しない

　○高温になる場所には放置しない
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　３月２０日(日)に開催予定でありました

さだまさしコンサートの振替公演日が決ま

りましたのでお知らせいたします。

　なお、コンサートの内容は６月からのツ

アー、「Sada City」となりますので、ご了

承ください。

　ご購入いただいたチケットに関しては、

そのまま９月の公演にご利用いただくこと

となります。残念ながら９月の振替公演に

ご来場いただけない方へはチケット代金の

払い戻しをいたします。払い戻しの方法等、

詳しい内容については教育委員会生涯学習

課までお問い合わせください。

　出場者には、赤組、白組にわかれて、自

慢ののどを披露していただきます。

　今回は特別ゲストに「クラウンレコード

津軽漫芸　黒石八郎」さんをお招きし、歌

あり笑いありの楽しいショーもご覧いただ

けます。

　会場入口に義援金箱を設置いたしますの

で、震災復興のためのご協力をお願いいた

します。

　（※出場者の募集は終了しました。）

日　時　2011年 9月15日（木）
　　　　18:00開演 （17:30開場）

会　場　御蔵入交流館文化ホール

問合せ　教育委員会生涯学習課
　　　　TEL 0241-62-6311

日　時　2011年 6月26日（日）
　　　　12:00開演 （11:00開場）

会　場　伊南会館３階　大ホール

入場料　無料（全席自由）

主　催　町文化ホール運営委員会

問合せ　教育委員会生涯学習課

　　　　TEL 0241-62-6311

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

新着本紹介のご案内

【児童図書】

地をはう風のように　　　　　高橋　秀雄　作

まじょ子とデコ☆デコレーションの国

　　　　　　　　　　　　　　藤　真知子　作

とくべつなお気に入り　エミリー　ロッダ　作

ぴあのうさぎ　　　　　あきやま　ただし　作・絵

ゆらゆらパンダ　　　　いりやま　さとし　作

よるのふね　　　　　　　　　山下　明生　作

おじいちゃんちのたうえ　　さこ　ももみ　作

リサとガスパールおたんじょうびおめでとう

　　　　　　　　　　　アン　グットマン　文

【一般図書】

老いて、若返る　　　　　　日野原　重明　著

諜報の天才杉原千畝　　　　　白石　仁章　著

みちくさの名前。　　　　　　吉本　由美　著

親子で運動会を勝ちにいく　　　　　照英　著

咲くも咲かぬも花嫁修業　　阿川　佐和子　著

さらば銀行の光　　　　　　　　江上　剛　著

ナニワ・モンスター　　　　　　海堂　尊　著

タワーリング　　　　　　　　福田　和代　著

偉大なる、しゅららぼん　　　万城目　学　著

道、果てるまで　　　　　　　戸井　十月　著

が休館日

開館時間：10:00 ～ 18:00

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！
  ７月の休館日  ６月の休館日

平成 23 年度南会津町奨学生(在学)募集

平成 23 年度南会津町青少年の主張大会開催

　南会津町奨学資金は「能力があるにもかかわらず、経済的な理由により就学が困難と認めら
れる者」に対して、奨学資金を貸与し、もって教育の機会均等をはかり、健全な社会の発展に
貢献することを目的としています。つきましては、今年度の在学生を対象として、募集を行い
ますので、以下の内容をご確認いただきご活用ください。

【在学する学校の種別及び奨学金(貸与)月額】

◆ 高等学校　国公立　１７，０００円 または３０，０００円（※本人の申請に応じて額を決定）
　　　　　　 私　立　３２，０００円
◆ 高等専門学校　　　２２，０００円
◆ 短期大学、大学及び大学院　　国公立　３７，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　 私　立　４２，０００円
◆ 各種専門学校等(2年以上修業の学校)　   ３２，０００円

【応募資格(次の条件をすべてみたす者)】

　（１）経済的理由により、就学が困難と認められること。
　（２）本人が本町出身の在学生であり、かつ保護者が本町に住所を有すること。
　（３）品行が正しく学術に優れていること。

【提出書類】

　（１）南会津町奨学生願書
　（２）奨学生推薦調書
　（３）所得証明書【平成２３年度(平成２２年分)】　

【申込み手続き】

　募集要項及び出願書類は教育委員会学校教育課並びに教育委員会分室（伊南総合支所内）　
　で交付します。郵送でも書類を送付できますので、希望される方はご連絡ください。

【受付期間】

　平成２３年 ６月１０日（金）～ 7月 8日（金）
【提出先及びお問い合わせ】

　教育委員会学校教育課  TEL 0241-62-6300　または　教育委員会分室  TEL 0241-76-7718

　これから大きく羽ばたこうとしている多感な青少年が、日頃体験したことや考えていること
を広く町民に発表することにより、同世代の青少年が社会の一員としての自覚を高めることを
期待するとともに、青少年の健全育成に対する大人の理解と協力を深める契機とするため、青
少年の主張大会を開催いたしますのでぜひ御応募ください。

１　対　　象　町内の小学生（５．６年生）・中学生・高等学校生・青年（３０歳以下）

２　主　　催　南会津町青少年育成町民会議

３　共　　催　南会津町・南会津町教育委員会

４　開催日時　平成２３年８月２１日（日）　午後１時～４時

５　開催場所　南会津町文化ホール

６　募集内容
　①社会に向けての意見、未来への希望や提案、家庭・学校生活・社会（地域活動）及び身の
　　回りや友だちとの関わりなど、心に思い考えていることや感じていることを、若者らしい
　　自由でユニークな発想で、飾り気のない言葉でまとめたもの。
　②作文は、小学生は４００字詰原稿用紙３枚程度、中学生・高校生・青年は４００字詰原稿
　　用紙４枚程度とし、題名のあとに、学校名、学年、氏名を明記すること。

７　募集部門　①小学生の部（５年生・６年生）　②中学生の部　③高校生･青年の部

８　募集期間　平成２３年6月1日（水）～平成２３年７月28日（木）

９　発　　表　応募作品の中から作文審査により選ばれた１８人（小学生９人、中学生６人、
　　　　　　　高校生・青年3人）が ｢南会津町青少年の主張発表会｣ に出場し発表します。

10　提出先・問合せ先　　教育委員会生涯学習課　TEL 0241-62-5511

振替公演日決定！ 南会津ふるさと紅白うた合戦
町民手づくり公演事業

さだまさしコンサート 東日本大震災復興チャリティーショー 
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　平成１４年に結成し、祭りや各種イベントに参

加して踊っています。激しいイメージのＹＯＳＡ

ＫＯＩですが、踊り方でどんな方でも楽しめます。

（年齢制限はありません）

　このたび、メンバーを一新し、あらためて活動

するため、メンバーを募集しています。６月１８

日（土）午後７時から御蔵入交流館で踊りの講習

会（無料）を開催します。

　楽しく踊ることをモットーとしていますので、

どうぞおいでください。

◆連絡先　「祇園 'Ｓ」代表　𠮷田　正子　

　　　　　　　（TEL 0241-62-3951）

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

今回は、下記日程により実施いたします。

お気軽にお申し込みください。

■実施日と場所

　６月２８日（火）　　９：００～１１：００　本庁

　７月　４日（月）１４：００～１６：００　伊南総合支所

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です）

　６月２８日実施分 ･･･ 本庁総合政策課広報情報係　

　　　　　　　　　　　TEL ０２４１－６２－６２１０

　７月　４日実施分 ･･･ 伊南総合支所振興課企画観光係　

　　　　　　　　　　　TEL ０２４１－７６－７７１５

田島YOSAKOIチーム「祇園'Ｓ」新メンバー募集

町内のサークルや団体などの情報や活動状況などをお知らせします。

掲載を希望される団体は、総合政策課広報情報係までご連絡ください。連絡先は下記のとおりです。

　TEL：0241-62-6210　　メールアドレス：kouhou@town.minamiaizu.lg.jp
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　南郷歌謡同好会は平成８年に結成し、今年で

１５年になりました。

　練習は南郷総合センター３階で月３回行って

おり、年に１回、御蔵入交流館文化ホールで発

表会を行っております。南会津郡はもちろん、

会津の各地域からご協力をいただき、過去１３

回の発表会を行いました。その発表会の度に、

会費の中から社会福祉協議会へ５万円ずつ寄付

させていただいております。３月１１日に発生

した東日本大震災の際には、義援金１０万円を

福島民報社を通して寄付させていただきました。

　南郷歌謡同好会は、カラオケを通して地域が

元気になる活動をしております。皆で楽しく活

動しておりますので、興味のある方はぜひご参

加ください。ご連絡をお待ちしております。

文化団体の紹介⑭

みさわ荘を慰問した際の１コマ

◆練習場所　南郷総合センター 3 階  大集会室

◆連 絡 先　橘　達雄（TEL 0241-72-2367）

南郷民謡同好会
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ひめさゆりまつり　

■日時　６月２５日（土）午前１０時から

■場所　高清水自然公園「森の家」周辺

■内容　郷土芸能発表、木工クラフト体験　他

にしんの山
さ ん し ょ う づ

椒漬け
【材　料】

身欠きにしん 30本、醤油2カップ、酒2カップ、

みりん1カップ、砂糖大さじ1、酢1/2カップ、

山椒の葉  適宜

【作り方】
①  にしんは前日にこぬか水に浸してやわらか
　  くします。

②  洗って食べやすい大きさに切ります。骨の 
　  部分がいやな場合は取っても良いです。

③  にしん鉢に、にしん、山椒の葉を交互に並
　  べます。

④  分量の醤油、酒、みりん、砂糖、酢（１度
　  煮立てて冷ましたもの）を③にかけて、軽
　  く重しをします。

⑤  一週間くらい置くと、味が染みておいしい
　  『にしんの山椒漬け』の出来上がりです。

《由　来》

新芽の山椒の葉と身欠きにしんを漬け
ると、山椒が保存性を高め、栄養面も
優れているので酒の肴やご飯のおかず
に食べられて来たようです。

《ワンポイントアドバイス》

にしんはある程度乾燥した、赤みの
ある透き通った物を選ぶのが良いで
しょう。また、ちょっと焼くと香ば
しくて、違った味わいでいただくこ
ともできます。 今回の先生は、渡部和代さん（西町）です

このコーナーでは、郷土料理をはじめ南会津ならではのレシピを紹介します

　ひめさゆりは別名オトメユリとも呼ばれ、福島･新潟･宮城･山形県の深山に自生する日本固有の

ユリ科の植物で、なかでも高清水自然公園の群生地は最大規模と賞賛されています。

　見ごろを迎える６月下旬には『ひめさゆりまつり』も開催されますので、ぜひ参加してください。


